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安心・安全な野菜で笑顔を届ける

今月の
一枚

　この広報は、農業経営の安定を図るため農業保険法
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本
日
、三
重
県
農
業
共
済
組
合
第
3
回

通
常
総
代
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、皆
様
方
に
は
ご
多
用
の
中
、ご
臨
席
を

賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、平
素
は
農
業
共
済
組
合
の
事
業

運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ

り
、深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
5
月
1
日
に
年
号
が「
平
成
」か
ら「
令

和
」へ
と
変
わ
り
ま
し
た
が
、施
行
以
来
70

年
の
長
き
に
わ
た
り
農
業
経
営
を
支
え
て

き
ま
し
た「
農
業
災
害
補
償
法
」も
、昨
年

4
月
よ
り「
農
業
保
険
法
」と
名
称
が
変

わ
り
、農
家
経
営
の
実
態
に
即
し
て
よ
り

経
営
の
安
定
を
支
え
る
よ
う
な
内
容
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
農
林
水
産
省
に
は
様
々
な
対

応
を
図
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、法
制
度

上
、法
律
を
改
正
し
な
け
れ
ば
対
応
で
き

な
い
部
分
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。今
回
の

法
律
改
正
あ
る
い
は
農
林
水
産
省
令
で
、

対
応
で
き
る
部
分
が
大
幅
に
増
え
、弾
力

的
な
対
応
が
望
ま
れ
る
状
況
に
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、本
年
1
月
1
日
か
ら
は
農
業
経

営
収
入
保
険
の
引
受
も
始
ま
り
ま
し
た
。

農
業
保
険
制
度
も
新
し
い
時
代
に
入
り
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
ほ
か
に
も
、全
国
の
農
業
共

済
組
合
ま
た
は
連
合
会
に
お
い
て
、「
安
心

の
未
来
」拡
充
運
動
の
展
開
に
努
め
て
お

り
ま
す
。こ
の
運
動
の
目
標
は
、‶

す
べ
て

の
農
家
に「
備
え
」の
種
を
届
け
よ
う
“
と

い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
我
々
は
、「
安
心
」と
い
う「
備
え
」の
種

を
届
け
る
た
め
に
、こ
れ
ま
で
以
上
に
、新

し
い
農
業
保
険
制
度
の
運
営
に
努
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
、ご
協
力

を
改
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
日
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
く
議
案
に
つ

き
ま
し
て
は
、昨
年
度
の
実
績
と
本
年
度

の
事
業
計
画
の
ほ
か
、多
岐
に
わ
た
っ
て
お

り
ま
す
。

　
ご
出
席
の
総
代
の
皆
様
に
は
、前
も
っ
て

各
支
所
に
お
い
て
、事
前
説
明
会
を
開
催

し
、十
分
な
ご
協
議
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、改
め
て
ご
審
議
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、総
代
の
皆
様
、

ま
た
ご
来
賓
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
心
よ

り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、開
会
に
あ
た
り
ま

し
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
本
日
こ
こ
に
、三
重
県
農
業
共
済
組
合

の
第
3
回
通
常
総
代
会
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
皆
様
に
は
、日
頃
か
ら
県
政
の
推
進
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
と
と
も

に
、と
り
わ
け
農
業
保
険
制
度
の
運
用
を

通
じ
、農
業
経
営
の
安
定
と
農
業・農
村
の

発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
特
に
昨
年
度
は
、相
次
い
で
接
近
・
上
陸

し
た
台
風
に
よ
り
発
生
し
た
園
芸
施
設
や

大
豆
、か
ん
き
つ
な
ど
の
被
害
に
対
し
、迅

速
な
損
害
評
価
及
び
共
済
金
の
支
払
い
な

ど
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、改
め
て
関
係
者
の

皆
様
方
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
さ
て
本
年
1
月
か
ら
、農
業
経
営
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
農
業
保
険
制

度
と
し
て
、収
入
保
険
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。ま
た
、農
作
物
共
済
が
任
意
加
入
制
へ

移
行
す
る
な
ど
農
業
共
済
の
大
き
な
見
直

し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。農
業
共
済
組
合

の
皆
様
に
は
、農
業
経
営
を
支
え
る
こ
れ
ら

の
制
度
の
実
施
主
体
と
し
て
、新
し
い「
令

和
」の
時
代
に
安
心
し
て
農
業
を
営
み
、未

来
に
向
か
っ
て
挑
戦
で
き
る
よ
う
、引
き
続

き
農
業
者
の
皆
様
に
対
す
る
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
県
で
は
、「
も
う
か
る
農
業
」の
実
現
を

め
ざ
し
て
、農
業
者
が
将
来
展
望
を
持
っ
て

経
営
し
、競
争
力
を
確
保
で
き
る
環
境
の

整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。特
に
、来
年
に

迫
っ
た
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
と
そ
の
後
の
国
内
外
で
の
市
場

獲
得
を
め
ざ
し
て
、国
際
水
準
Ｇ
Ａ
Ｐ
認

証
取
得
の
拡
大
、県
産
食
材
の
戦
略
的
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
販
売
力
強
化
な
ど
の
取
組

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、「
み
え
農
業
版
Ｍ
Ｂ
Ａ
養
成
塾
」

に
よ
る
次
世
代
を
担
う
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
人

材
の
育
成
、ス
マ
ー
ト
農
業
や
農
福
連
携
の

推
進
な
ど
、新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
三

重
県
農
業
を
築
く
た
め
の
取
組
に
つ
い
て

も
、こ
れ
ま
で
以
上
に
注
力
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、三
重
県
農
業
共

済
組
合
の
益
々
の
ご
発
展
と
、本
日
ご
列

席
の
皆
様
方
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
、お

祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

ご
挨
拶

　
組
合
長
理
事
　
河
上
　敢
二

祝
辞

　
三
重
県
知
事
　
鈴
木
　英
敬

か
わ
か
み

か
ん
じ

す
ず
き

え
い
け
い

第
1
号
議
案

平
成
30
年
度
事
業
報
告
書
・
財
産
目
録
・
貸
借
対
照

表・損
益
計
算
書
及
び
剰
余
金
処
分
案・不
足
金
処
理

案
承
認
に
つ
い
て

第
2
号
議
案

令
和
元
年
度
事
業
計
画
及
び
業
務
収
支
予
算
案
承
認

に
つ
い
て

第
3
号
議
案

令
和
元
年
度
事
務
費
賦
課
額
及
び
徴
収
方
法
決
定
に
つ
い
て

第
4
号
議
案

令
和
元
年
度
に
お
け
る
借
入
金
（
一
時
借
入
金
及
び

退
職
給
与
金
施
設
転
貸
福
祉
貸
付
借
入
金
を
除
く
）

の
限
度
額
及
び
借
入
条
件
決
定
に
つ
い
て

第
5
号
議
案

余
裕
金
の
運
用
先
決
定
に
つ
い
て

第
6
号
議
案

特
別
積
立
金
の
取
り
崩
し
承
認
に
つ
い
て

第
7
号
議
案

役
員
報
酬・顧
問
料・委
嘱
委
員
等
報
酬
の
合
計
額
承

認
に
つ
い
て

第
8
号
議
案

役
員
退
任
慰
労
金
の
承
認
に
つ
い
て

第
9
号
議
案

定
款
一
部
変
更
承
認
に
つ
い
て

第
10
号
議
案 

事
業
規
程
一
部
変
更
承
認
に
つ
い
て

第
11
号
議
案

建
物
総
合
共
済
の
組
合
保
有
責
任
部
分
の
一
部
を
全

国
農
業
共
済
組
合
連
合
会
の
保
険
に
付
す
こ
と
及
び

こ
れ
に
伴
う
基
本
契
約
書
の
変
更
に
つ
い
て

提
出
議
案

第
３
回
通
常
総
代
会
開
催

全
議
案
を
可
決

　令
和
元
年
6
月
5
日
、本
組
合

は
、第
3
回
通
常
総
代
会
を
津
市
で

開
催
し
ま
し
た
。

　議
長
に
森
岡
文
孝
総
代
が
選
出

さ
れ
、総
代
35
名（
本
人
出
席
25
名
、

書
面
出
席
10
名
）が
出
席
し
、全
議

案
が
原
案
ど
お
り
可
決・承
認
さ
れ

ま
し
た
。

議長を務められた森岡文孝総代
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Ａ
養
成
塾
」

に
よ
る
次
世
代
を
担
う
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
人

材
の
育
成
、ス
マ
ー
ト
農
業
や
農
福
連
携
の

推
進
な
ど
、新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
三

重
県
農
業
を
築
く
た
め
の
取
組
に
つ
い
て

も
、こ
れ
ま
で
以
上
に
注
力
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、三
重
県
農
業
共

済
組
合
の
益
々
の
ご
発
展
と
、本
日
ご
列

席
の
皆
様
方
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
、お

祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

ご
挨
拶

　
組
合
長
理
事
　
河
上
　敢
二

祝
辞

　
三
重
県
知
事
　
鈴
木
　英
敬

か
わ
か
み

か
ん
じ

す
ず
き

え
い
け
い

第
1
号
議
案

平
成
30
年
度
事
業
報
告
書
・
財
産
目
録
・
貸
借
対
照

表・損
益
計
算
書
及
び
剰
余
金
処
分
案・不
足
金
処
理

案
承
認
に
つ
い
て

第
2
号
議
案

令
和
元
年
度
事
業
計
画
及
び
業
務
収
支
予
算
案
承
認

に
つ
い
て

第
3
号
議
案

令
和
元
年
度
事
務
費
賦
課
額
及
び
徴
収
方
法
決
定
に
つ
い
て

第
4
号
議
案

令
和
元
年
度
に
お
け
る
借
入
金
（
一
時
借
入
金
及
び

退
職
給
与
金
施
設
転
貸
福
祉
貸
付
借
入
金
を
除
く
）

の
限
度
額
及
び
借
入
条
件
決
定
に
つ
い
て

第
5
号
議
案

余
裕
金
の
運
用
先
決
定
に
つ
い
て

第
6
号
議
案

特
別
積
立
金
の
取
り
崩
し
承
認
に
つ
い
て

第
7
号
議
案

役
員
報
酬・顧
問
料・委
嘱
委
員
等
報
酬
の
合
計
額
承

認
に
つ
い
て

第
8
号
議
案

役
員
退
任
慰
労
金
の
承
認
に
つ
い
て

第
9
号
議
案

定
款
一
部
変
更
承
認
に
つ
い
て

第
10
号
議
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事
業
規
程
一
部
変
更
承
認
に
つ
い
て

第
11
号
議
案

建
物
総
合
共
済
の
組
合
保
有
責
任
部
分
の
一
部
を
全

国
農
業
共
済
組
合
連
合
会
の
保
険
に
付
す
こ
と
及
び

こ
れ
に
伴
う
基
本
契
約
書
の
変
更
に
つ
い
て

提
出
議
案

第
３
回
通
常
総
代
会
開
催

全
議
案
を
可
決

　令
和
元
年
6
月
5
日
、本
組
合

は
、第
3
回
通
常
総
代
会
を
津
市
で

開
催
し
ま
し
た
。

　議
長
に
森
岡
文
孝
総
代
が
選
出

さ
れ
、総
代
35
名（
本
人
出
席
25
名
、

書
面
出
席
10
名
）が
出
席
し
、全
議

案
が
原
案
ど
お
り
可
決・承
認
さ
れ

ま
し
た
。

議長を務められた森岡文孝総代
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● ● ● 平成30年度 決算 ● ● ●

● ● ● 令和元年度 予算● ● ●

平成30年度 業務収支決算

《支出》　《収入》
計

1,485,767
（単位：千円）

受取補助金
566,745

前年度繰越金
3,154

賦課金
62,224

受託収入
（収入保険業務受託等）
25,000
受取利息
187,123
事業勘定からの受入

（農作物共済損害防止
 事業、建物・農機具
 共済事務費）
185,307

その他の支出
364,767

その他の収入
456,214

損害防止費
12,070

業務費
（報酬・システム
 委託等）
71,611

事務費
（通信・印刷・
 消耗品等）
73,389

損害評価費
（報酬・旅費・会議費等）
24,204

施設費
（リース料・維持経費等）
66,388

普及推進費
（事業奨励・広報等）
28,495

人件費
844,843

令和元年度 業務収支予算

受取補助金
607,273,000
賦課金
67,240,385

受託収入
（収入保険業務受託等）
28,056,775

受取利息
189,528,825

事業勘定からの受入
（農作物共済損害防止
 事業、建物・農機具
 共済事務費）
182,927,038

その他の支出
422,567,464

その他の収入
462,244,195

損害防止費
20,031,569

業務費
（報酬・システム
 委託等）
45,670,389

事務費
（通信・印刷・
 消耗品等）
48,813,137

損害評価費
（報酬・旅費・会議費等）
19,165,694

施設費
（リース料・維持経費等）
56,685,158

普及推進費
（事業奨励・広報）
31,115,274

人件費
890,066,829

次年度繰越金
3,154,704

《支出》　《収入》
計

1,537,270,218
（単位：円）

総 共 済 金 額　4,970億6,864万8,629円
総支払共済金　　　 8億6,308万4,195円

平成30年度
事業報告

旧制度※

新制度※

新制度※

総共済金額　5,259億1,842万円令和元年度
事業計画

※旧制度（平成30年4月～平成30年12月引受まで）
※新制度（平成31年1月～平成31年3月引受まで）

引 受 面 積／2，692,739 a
共 済 金 額／166億962万4,793円
支払共済金／8,956万1,992円

水稲共済
引 受 面 積／522,679 a
共 済 金 額／13億3,171万7,275円
支払共済金／7,648万4,012円

麦共済
引 受 棟 数 ／1,849 棟
共 済 金 額／48億6,538万5,000円
支払共済金／7,824万8,142円

園芸施設共済

引 受 面 積／4，400 a
共 済 金 額／9,279万円
支払共済金／413万3,500円

果樹共済
引 受 面 積／359,682 a
共 済 金 額／4億6,801万3,019円
支払共済金／3,155万9,091円

畑作物共済

引 受 棟 数 ／36，157 棟
共 済 金 額／4,593億4,689万円
支払共済金／1億7,131万9,293円

建物共済
引 受 台 数 ／987 台
共 済 金 額／41億4,614万円
支払共済金／76万3,349円

農機具損害共済

引 受 頭 数 ／23，890 頭
共 済 金 額／64億1,397万2,017円
支払共済金／4億1,087万1,226円

引 受 頭 数 ／8，401 頭
共 済 金 額／37億7,453万6,000円
支払共済金／0円

家畜共済

死亡廃用共済

引 受 頭 数 ／4，624 頭
共 済 金 額／1,958万525円
支払共済金／14万3,590円

疾病傷害共済

引 受 面 積／2，285,400 a
共 済 金 額／141億944万2,000円

水稲共済
引 受 面 積／503,500 a
共 済 金 額／13億2,709万4,000円

麦共済
引 受 棟 数 ／1,909 棟
共 済 金 額／49億7,533万7,000円

園芸施設共済

引 受 面 積／4，059 a
共 済 金 額／1億1,090万円

果樹共済
引 受 面 積／298,800 a
共 済 金 額／3億8,739万7,000円

畑作物共済

引 受 棟 数 ／38，500 棟
共 済 金 額／4,879億3,000万円

建物共済
引 受 台 数 ／1,030 台
共 済 金 額／43億5,000万円

農機具損害共済

引 受 頭 数 ／40，720 頭
共 済 金 額／121億4,568万4,000円

家畜共済

死亡廃用共済

引 受 頭 数 ／25，587 頭
共 済 金 額／5億8,256万6,000円

疾病傷害共済
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共
済
掛
金
等
の

払
込
期
限
に
つ
い
て
　
　
　
　

　
大
豆
の
共
済
に
お
申
込
み
い
た
だ
い
た

方
へ
、加
入
承
諾
書
及
び
共
済
掛
金・事
務

費
賦
課
金
の
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

共
済
掛
金
等
に
つ
い
て
、8
月
15
日
ま
で

に
払
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
正
当
な
理
由
が
な
く
払
込
み
を
遅
延

し
た
と
き
は
、事
業
規
程
に
よ
り
共
済
関

係
が
解
除
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

払
込
期
限 

8
月
15
日

引
受
変
更
に
つ
い
て

　
大
豆
の
作
付
耕
地
の
変
更
等
、引
受
内

容
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、9
月
30
日
ま

で
に
組
合
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。作
付
面
積
の
増
減
に
応
じ
て
共
済
掛

金・賦
課
金
を
再
度
計
算
し
、差
額
の
追
徴

ま
た
は
還
付
の
金
額
を
通
知
し
ま
す
。

　
適
正
な
引
受
事
務
の
た
め
、報
告
期
限

以
降
の
変
更
は
致
し
か
ね
ま
す
の
で
、ご

了
承
く
だ
さ
い
。

引
受
内
容
変
更
の
報
告
期
限 

9
月
30
日

収
穫
前
に

　
　被
害
申
告
を
　
　

　
近
年
、夏
の
猛
暑
や
台
風

に
よ
る
大
き
な
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
ご
加
入
い
た
だ
い
て
い

る
果
樹（
う
ん
し
ゅ
う
み
か

ん
、な
つ
み
か
ん
、不
知
火

（
デ
コ
ポ
ン
））に
つ
い
て
減

収
を
伴
う
被
害
が
見
込
ま

れ
る
場
合
、必
ず
収
穫
前

に
被
害
申
告
を
お
願
い
し

ま
す
。

補
償
の
対
象
と
な
る
災
害

風
水
害・干
害・地
震（
津

波
）・そ
の
他
気
象
上
の

原
因
に
よ
る
災
害・病
虫

害・鳥
獣
害・火
災

家
畜
共
済

畑
作
物
共
済

果
樹
共
済

事
故
除
外
方
式
が追加

さ
れ
ま
し
た
　
　
　
　

　
組
合
員
の
皆
様
の
補
償
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
、加
入
で
き
る
選
択
肢
を
拡
大
す
る
た
め
、

以
下
の
事
故
除
外
方
式（
共
済
事
故
の
一
部

を
補
償
対
象
と
し
な
い
代
わ
り
に
、共
済
掛

金
が
割
引
さ
れ
る
方
式
）が
、7
月
1
日
か
ら

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

①
搾
乳
牛
及
び
育
成
乳
牛
に
つ
い
て
、5
号

廃
用
事
故（
繁
殖
能
力
を
失
う
）及
び
6
号

廃
用
事
故（
泌
乳
能
力
を
失
う
）を
除
外
す

る
方
式

②
牛
に
つ
い
て
、適
正
な
飼
養
管
理
を
行
っ
て

い
て
も
避
け
難
い
特
定
事
故（
火
災
、伝
染

病
、自
然
災
害
）以
外
の
廃
用
事
故
を
除
外

す
る
方
式

個
人
情
報
の
利
用
に
つ
い
て
　
　
　
　

　
牛
に
つ
い
て
は
、家
畜
共
済
の
事
務
処
理

に
ト
レ
サ
情
報
を
利
用
し
ま
す
。期
首
引
受

時
、期
末
調
整
時
、事
故
時
に
ト
レ
サ
情
報
を

利
用
し
ま
す
の
で
、出
生・転
出・転
入・死
亡

等
が
あ
れ
ば
速
や
か
に
ト
レ
サ
に
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。

N O S A I 事 業 の お 知 ら せ

　水稲の収穫期を間近に控え、台風等による風水害、いもち病やカメムシ等の病虫害、イノ
シシやシカ等の獣害により、一筆につき３割を超える減収量が見込まれる場合は、必ず収穫
前に申告を行ってください。　　　　　　　　　　　　　　 ※一筆方式７割補償に加入の場合

被害申告の方法（一筆方式に加入の場合）

被
害
申
告

（
加
入
者
ご
と
に
被
害
の
あ
っ
た
耕
地
全
て

 

を
記
入
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

現
地
確
認
に
必
要
な
立
札
で
す
。

被
害
耕
地
の
見
や
す
い
所
に
立
て
て
く
だ
さ
い
。

野
帳
は
各
地
区
の
損
害
評
価
員

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

被
害
表
示
の
立
札
を
被
害
耕
地

に
立
て
て
く
だ
さ
い

立札を基に
評価員が

検見します。

評
価
員
の
調
査
後
に
組
合
へ

野
帳
が
提
出
さ
れ
ま
す

（
調
査
後
に
刈
取
り
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
）

農作物共済一般損害防止事業
農作物共済鳥獣害低減対策事業
狩猟（わな猟）免許取得促進対策事業

1

2

3

農作物共済損害防止事業
申請の期限は

9月30日となります。

被害申告は必ず収穫前に 農
作
物
共
済

地区名 津

組合員氏名 共済　太郎

耕地の
地名地番 津市 山田１８７５

耕地
番号 0001

分筆
番号 001

a（アール）

10.5

類区分 主食用米

品種名 キヌヒカリ

被害耕地に立ててください。

引受
面積

被害表示の立札

農家記入欄

※令和元年産より、野帳の様式が新しくなりました。
　これまでの用紙は使用できませんので、ご注意ください。

　様式例第１号の７

類区分

小地区 階層名

組合員 氏名 評価者印

耕地
番号

分筆
番号

引受面積(a) 品種名
災害の発生

月日
災害の種類

刈取予定月日
（わかる範囲
で記入してく

ださい）

評価月日 災害の種類 肥培管理
分割割合
（％）

分割事由
全筆調査単

収
（kg/10a)

良・中・不良

良・中・不良

良・中・不良

良・中・不良

損害通知書兼野帳　

　（一筆方式） 組合員 記入日

共済目的
支払開始損害

割合

大地区 損害評価地区

組合員コード 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

組合記入欄 組合員記入欄 評価者記入欄

地名地番
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共
済
掛
金
等
の

払
込
期
限
に
つ
い
て
　
　
　
　

　
大
豆
の
共
済
に
お
申
込
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い
た
だ
い
た

方
へ
、加
入
承
諾
書
及
び
共
済
掛
金・事
務

費
賦
課
金
の
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

共
済
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金
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に
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て
、8
月
15
日
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。
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れ
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。
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追
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。
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。
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収
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台
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。
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収
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収
穫
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踏
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れ
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追
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用
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被害申告は必ず収穫前に 農
作
物
共
済

地区名 津

組合員氏名 共済　太郎

耕地の
地名地番 津市 山田１８７５

耕地
番号 0001

分筆
番号 001

a（アール）

10.5

類区分 主食用米

品種名 キヌヒカリ

被害耕地に立ててください。

引受
面積

被害表示の立札

農家記入欄

※令和元年産より、野帳の様式が新しくなりました。
　これまでの用紙は使用できませんので、ご注意ください。

　様式例第１号の７

類区分

小地区 階層名

組合員 氏名 評価者印

耕地
番号

分筆
番号

引受面積(a) 品種名
災害の発生

月日
災害の種類

刈取予定月日
（わかる範囲
で記入してく

ださい）

評価月日 災害の種類 肥培管理
分割割合
（％）

分割事由
全筆調査単

収
（kg/10a)

良・中・不良

良・中・不良

良・中・不良

良・中・不良

損害通知書兼野帳　

　（一筆方式） 組合員 記入日

共済目的
支払開始損害

割合

大地区 損害評価地区

組合員コード 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

組合記入欄 組合員記入欄 評価者記入欄

地名地番
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の お 知 ら せ

本格的な台風シーズンが到来します
園芸施設共済に加入して災害に備えましょう！

　平均気温は平年並か高い見込み、
降水量は平年並みの見込みです。
　近年の地球温暖化による海水温の
上昇により、勢力の強い台風の接近・
上陸が予想されます。

台風の進路予想をチェックし、襲来前に準備・点検
することで被害を防止することが出来ます。
・被覆材の破れ、バタつきの補修
・被覆材留め具の緩み点検
・ハウス周辺機材の固定
・強風時のハウス内の減圧

日頃からメンテナンスに努める
ことも大切です。
・排水の対策
・サビのチェック
・破損箇所のチェック
・筋かい等による施設の強化

令和元年の東海地方
夏の予報によると…
令和元年の東海地方
夏の予報によると…

　暴風雨等が収まった後の見回りは増水した水路等の危険な場所には近づかず、
安全に留意し二次災害の防止に努めましょう。 

三重県内で農業保険法に基づき
一緒に働きましょう

詳しくはホームページを
ご覧ください

募集期限：令和元年9月24日(火)
http://www.nosaimie.or.jp

令和2年度採用 一般職員募集
三重県

農業共済組合

名古屋地方気象台　3か月予報（令和元年6月25日発表）の解説より
出典：気象庁ホームページ https://www.jma.go.jp/jp/longfcst/pdf/pdf3/636.pdf

園芸施設共済

N O S A I 事 業

【要件】
①生産部会等とNOSAIで協定を締結する
　※協定の締結には一定の要件が必要です(注1）
②一斉加入受付を実施し、構成員の加入

割合が受付前より増加するとともに８割
を超える 

③一斉加入受付により園芸施設共済に加
入申込みを行う

集団(生産部会等)で
一斉に加入する

小損害被害を補償
範囲に含めない

耐用年数を大幅に
超えた施設を補償
範囲に含めない

集団(生産部会等)で
一斉に加入する

施設を補強する
（パイプハウスに限る）

耐用年数(パイプハウスで10年）の2.5倍を超え
た施設を補償に含めないことを選択できます

太いパイプへの交換または使用
（骨格の主要部分が31.8㎜以上の径のパイプ）

10人以上の構成員で加入
５人以上10人未満の構成員で加入

選択した金額
以下の損害を
補償に含めない
ことにより、掛金が
割り引かれます
※50万円、100万円は

令和元年9月1日から
適用

３万円か共済価額の５％
10万円
20万円
50万円※ 
100万円※

園芸施設共済の掛金・事務費賦課金が割引されます
◆◆掛金の割引について◆◆

◆◆事務費賦課金の割引について◆◆

《　割引率等　》

20％割引
10％割引

(注1）協定締結の要件　(1)団体の構成員が園芸施設共済又は他保険に加入する　（2）一斉加入受付を実施する　（3）施設の補強、保守管理に取り組む

詳しくはお近くの支所までお問い合わせください

パイプハウスで小
損害不填補の選択
した金額を3万円か
ら20万円に変更し
た場合

複数棟所有している
場合掛金負担が軽
減されます

5％割引

15％割引

※ハウスの種類により
異なります

50％割引

営農と暮らしのヒントを毎週お届け

購読を希望される方は、氏名、郵便番号、住所、電話番号を記入の上
E-mail: info@nosaimie.or.jp または FAX（059）224-1794 まで
お申込みください。さらに詳しくは左記QRコードでご確認ください。

毎週 水曜日（月4回）発　行 年間 4,680円（税込）購読料

申込み

　農業共済新聞は農業専門紙として「農家に学び、農家に返す」を編集の
基本方針として、営農と暮らしに役立つ情報を提供する週刊紙です。
　農政や農業保険事業（収入保険及び農業共済）をめぐる動き、暮らし、営農
技術、農産物流通、農業資材など幅広い分野を網羅しています。

2ヶ月間無料！！
試し読み

キャンペーン
実施中！

本紙裏面、お近くの支所
にお申込みいただいても
結構です。
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50万円※ 
100万円※

園芸施設共済の掛金・事務費賦課金が割引されます
◆◆掛金の割引について◆◆

◆◆事務費賦課金の割引について◆◆

《　割引率等　》

20％割引
10％割引

(注1）協定締結の要件　(1)団体の構成員が園芸施設共済又は他保険に加入する　（2）一斉加入受付を実施する　（3）施設の補強、保守管理に取り組む

詳しくはお近くの支所までお問い合わせください

パイプハウスで小
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営農と暮らしのヒントを毎週お届け

購読を希望される方は、氏名、郵便番号、住所、電話番号を記入の上
E-mail: info@nosaimie.or.jp または FAX（059）224-1794 まで
お申込みください。さらに詳しくは左記QRコードでご確認ください。

毎週 水曜日（月4回）発　行 年間 4,680円（税込）購読料

申込み

　農業共済新聞は農業専門紙として「農家に学び、農家に返す」を編集の
基本方針として、営農と暮らしに役立つ情報を提供する週刊紙です。
　農政や農業保険事業（収入保険及び農業共済）をめぐる動き、暮らし、営農
技術、農産物流通、農業資材など幅広い分野を網羅しています。

2ヶ月間無料！！
試し読み

キャンペーン
実施中！

本紙裏面、お近くの支所
にお申込みいただいても
結構です。
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今
年
も
台
風
が
発
生
す
る
季
節
と
な
って
き
ま
し
た
。昨

年
は
大
き
な
台
風
が
４
つ
上
陸
し
、お
支
払
い
し
た
建
物

共
済
金
の
多
く
は
台
風
に
よ
る
被
害
で
し
た
。

台
風
前
に
契
約
の
再
確
認
を

▪
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
は【
火
災
共
済
】と【
総
合
共
済
】の
２
種
類

で
す
。そ
の
う
ち
、自
然
災
害
に
よ
る
被
害
を
対
象
と
し
て
い
る
の
は

【
総
合
共
済
】の
み
で
す
。

▪
共
済
金
の
支
払
額
は
、建
物
の
再
取
得
価
額
に
対
す
る
加
入
金
額
の

割
合
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

▪
台
風
が
発
生
し
て
か
ら
の
新
規
契
約
、加
入
金
額
の
増
額
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

  

建
物
総
合
共
済
の
特
約
で
す
。

　
　
　
収
穫
後
の
農
産
物
を
補
償
し
ま
す
！

　水
稲
共
済
等
は
収
穫
ま
で
の

　
　
　
　農
産
物
を
補
償
し
ま
す
が…

　
収
容
農
産
物
補
償
で
は
、火
災
及
び
洪
水
等
の
自
然
災
害

に
よ
っ
て
建
物
に
収
容
中
の
農
産
物
に
受
け
た
被
害
を
補
償
し

ま
す
。

対
象
農
産
物・・・総

合
共
済
に
加
入
し
て
い
る
建
物
の
中
に
収
容

中
の
米
、麦
、大
豆
の
３
種
類

共
済
金
支
払
限
度
額
１
０
０
万
円
当
た
り
の
掛
金・・・

Ａ
タ
イ
プ
　
　
共
済
責
任
期
間
が
短
期
　
　
　 

１
，０
０
０
円

Ｂ
タ
イ
プ
　
　
共
済
責
任
期
間
が
１
年
　
　
　 

３
，０
０
０
円

★
被
害
を
受
け
た
際
は
早
急
に
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、お

願
い
し
ま
す
。

　
　
ご
加
入
を
検
討
さ
れ
る
な
ど
、詳
細
に
つ
い
て
は
お
近
く
の

支
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

共済金額（補償額）1,000万円の
年間の掛金（例）

普通物件
木造住宅

普通物件
鉄骨住宅

総
合
共
済

火
災
共
済

25,100円

6,700円

23,200円

4,300円

　台風に備えて、現在の契約が
十分な補償となっているかご確
認ください。

収
容
農
産
物
補
償

建
物
共
済

N O S A I 事 業 の お 知 ら せ
　
近
藤
け
い
こ
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ベ
ジ
タ
ブ
ル

で
は
、約
1
ｈ
ａ
の
畑
で
、年
間
５
０
０
品

種
の
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。代
表
の

近
藤
け
い
こ
さ
ん（
59
）は
、農
家
に
嫁
い

だ
こ
と
を
き
っ
か
け
に
就
農
し
ま
し
た
。

レ
ス
ト
ラ
ン
や
近
所
に
住
む
方
へ
の
直
売

を
中
心
に
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
販
売

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
化
学
肥
料
、

農
薬
、除
草
剤
は

使
わ
ず
に
、自
家

製
の
有
機
肥
料

を
使
い
、混
植
、

ハ
ー
ブ
栽
培
、被

覆
で
害
虫
対
策

を
し
て
い
ま
す
。

　「
形
・
大
き
さ
・

色
な
ど
の
要
望

に
も
、出
来
る
限

り
応
え
ま
す
。手

間
は
か
か
り
ま

す
が
、楽
し
い
で

す
よ
」と
笑
顔
で

話
し
ま
す
。

　
昔
な
が
ら
の

農
法
に
こ
だ
わ
っ

た
安
心
安
全
な

野
菜
は
、小
さ
な

お
子
さ
ん
や
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

あ
る
方
に
も
好

評
で
す
。

　「
ス
タ
ッ
フ
は
女
性
ば
か
り
で
、元
々
お

客
さ
ん
だ
っ
た
方
も
い
ま
す
。み
ん
な
野

菜
が
大
好
き
で
す
」と
話
す
近
藤
さ
ん
。

普
段
か
ら
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
作
業

す
る
な
ど
、風
通
し
の
良
い
雰
囲
気
も
安

定
し
た
野
菜
作
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
販
売
す
る
野
菜
に
貼
る

「
食
べ
方
シ
ー
ル
」に
は
、ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
で
考
え
た

調
理
方
法
を
記
載
し
、消
費

者
の
視
点
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

　「
若
い
人
に
も
っ
と
農
業

の
魅
力
を
知
っ
て
ほ
し
い
」

と
語
る
近
藤
さ
ん
は
、農
業

体
験
を
実
施
し
た
り
、農
業

大
学
か
ら
の
研
修
生
を
受

け
入
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
、地
域
の

人
々
が
集
ま
っ
て
話
せ
る

よ
う
な
場
所
を
作
り
、「
こ

こ
で
育
て
た
野
菜
を
食
べ

て
ほ
し
い
で
す
」と
目
を
細

め
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

「
農
事
組
合
法
人
　
鈴
鹿
山
麓・NATUVE

」

三
重
県
鈴
鹿
市
伊
船
町
２
７
０
４
ー
２

☎ 

０
５
９（
３
７
１
）０
４
１
４

Ｆａｘ 

０
５
９（
３
７
１
）０
５
１
４

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.keikon.info/

こ
だ
わ
り
の
野
菜
を
、た
く
さ
ん
の
人
に

発見！

みえ
de

2525

「
近
藤
け
い
こ
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ベ
ジ
タ
ブ
ル
」　
近
藤
　
け
い
こ
さ
ん

鈴
鹿
市

口コミを中心に広がり、リピーターも多い

鈴鹿山麓の畑での近藤さん

こ
ん
ど
う
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収
穫
期
を
迎
え
て
黄
金
色
に
輝
く
麦
の

穂
や
、稲
の
生
育
期
を
迎
え
た
水
田
の
美
し

さ
は
、玉
岡
淑
さ
ん（
77
）が
丹
精
込
め
て
栽

培
さ
れ
た
証
で
す
。伊
賀
市
で
水
稲
約
16
ｈ

ａ
、麦
約
4
ｈａ
と
野
菜
な
ど
を
栽
培
す
る

玉
岡
さ
ん
は
、「
施
肥
や
草
刈
り
な
ど
、長
年

の
経
験
で
培
っ
た
勘
所
を
外
さ
な
い
こ
と
が

大
事
」と
胸
を
張
り
ま
す
。

　
結
婚
後
、夫
の
竹
雄
さ
ん
を
手
伝
う
形

で
始
め
た
農
業
は
、栽
培
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に

詳
し
い
中
川
昌
三
さ

ん（
72
）の
サ
ポ
ー
ト

も
あ
り
、竹
雄
さ
ん

が
大
豆
の
共
励
会
で

も
栽
培
優
良
者
と
し

て
全
国
表
彰
さ
れ
る

な
ど
順
調
で
し
た
。

農
協
の
理
事
を
務

め
、地
域
の
信
頼
も

篤
か
っ
た
竹
雄
さ
ん

が
病
気
の
た
め
農
業

を
退
く
こ
と
に
な

り
、玉
岡
さ
ん
は
長

男
の
正
樹
さ
ん
と
と

も
に
経
営
を
引
き
継

ぎ
ま
す
。そ
の
後
、竹

雄
さ
ん
が
他
界
さ

れ
、ま
た
2
年
前
に

は
正
樹
さ
ん
も
亡
く

な
る
と
い
う
悲
し
い

出
来
事
が
起
こ
り
ま

す
。

　
農
業
を
や
め
る
と
い
う
選
択
肢
は
な
か
っ

た
と
い
う
玉
岡
さ
ん
。伊
賀
市
の
認
定
農
業

者
の
も
と
で
研
修
中
だ
っ
た
孫
の
勇
七
さ
ん

（
21
）と
と
も
に
、二
人
三
脚
で
農
業
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
除
草
剤
が
使
え
な
い
用
水
路
の
そ
ば
の

田
の
草
取
り
は
、ヒ
エ
の
種
を
落
と
さ
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
手
作
業
で
行
う
な
ど
、水

田
の
維
持
に
は
想
像
以
上
の
手

間
が
か
か
り
、30
ａ
の
田
に
1

週
間
も
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
時

に
は
、さ
す
が
に
疲
れ
た
と
い

い
ま
す
。

　
し
か
し
、玉
岡
さ
ん
は
現
状

を
維
持
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

育
苗
の
た
め
に
設
置
し
た
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
、ト
マ
ト
や

イ
チ
ゴ
の
栽
培
に
も
活
用
す
る

こ
と
を
検
討
す
る
な
ど
の
規
模

拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、収
入

保
険
に
も
加
入
し
、近
年
の
異

常
気
象
な
ど
様
々
な
リ
ス
ク
に

備
え
て
い
ま
す
。

　
本
格
的
に
就
農
し
て
2
年

目
の
勇
七
さ
ん
に
は
、「
頼
も

し
く
な
っ
た
」と
目
を
細
め
る

一
方
で
、「
つ
い
口
出
し
し
て
、

喧
嘩
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
」と
笑

い
ま
す
。

　
農
繁
期
に
は
、農
業
関
係
の
事
業
所
に
勤

務
す
る
勇
七
さ
ん
の
兄
の
弘
比
人
さ
ん（
23
）

も
加
わ
っ
て
フ
ル
稼
働
で
農
作
業
を
行
う
こ

と
も
。―

｢

孫
た
ち
が
農
業
に
関
わ
っ
て

く
れ
て
、何
よ
り
う
れ
し
い
」玉
岡
さ
ん
の
言

葉
に
実
感
が
こ
も
り
ま
す
。

農
業
と
と
も
に
50
年
、今
は
孫
が
パー
ト
ナ
ー

発見！

みえ
de

2727

玉
岡

　淑
さ
ん

伊
賀
市

よ
し

た
ま
お
か

中川さん（左）と勇七さん（中央）と一緒に。３人は作業の息もぴったり合っている

ゆ
う
ひ
ち

た
け
お

し
ょ
う
ぞ
う

ま
さ
き

ひ
ろ
ひ
と

梅雨の晴れ間、飼料用稲の作付をする勇七さん。スピーディーに作業を進めていく

焼き立てのパンの出荷をする里絵さん

酵母の優しい甘さと野菜の風味が生きている

　「
野
菜
本
来
の
持
ち
味
、生
き
生
き
と
生
育
す
る
姿
を
追

い
求
め
て
い
ま
す
」有
機
農
業
わ
菜
園
を
営
む
鎌
田
友
生
さ

ん（
41
）、里
絵
さ
ん（
38
）ご
夫
妻
は
、毎
日
農
作
業
に
力
を

注
ぎ
ま
す
。

　
友
生
さ
ん
は
埼
玉
県
出
身
。「
父
親
の
実
家
は
山
形
県

で
、子
供
の
頃
自
然
に
囲
ま
れ
た
野
山
の
遊
び
が
楽
し
か
っ

た
こ
と
で
農
業
に
惹
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
」と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
農
業
ア
ル
バ
イ
ト
、伊
賀
市
で
の
農
場
研
修
を
経
て
、２
０

０
４
年
多
気
町
で
就
農
。多
気
町
内
各
所
に
農
地（
1
ｈａ
）

を
借
用
し
、季
節
の
野
菜
約
30
品
目
、米
、麦
、大
豆
を
栽

培
。野
菜
は
有
機
栽
培
生
産
者
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
有
機

野
菜
専
門
店
、産
地
直
売
店
等
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
農
薬・化
学
肥
料
は
就
農
し
て
か
ら
一
度
も
使
わ
ず
、こ

れ
か
ら
も
使
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」友
生
さ
ん

の
信
念
で
す
。牛
糞
堆
肥・米
ぬ
か
等
の
自
家
製

堆
肥
を
使
用
し
、除
草
は
手
作
業
や
機
械
等
で

行
い
、天
候
や
病
害
虫
に
負
け
な
い
健
康
的
な

野
菜
を
目
指
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
里
絵
さ
ん
は
多
気
町
出
身
。学
生
時
代
ア
ジ

ア
諸
国
を
旅
行
し
て
農
村
の
豊
か
さ
や
有
機
農

業
の
可
能
性
に
感
銘
を
受
け
た
と
い
い
ま
す
。

農
場
研
修
を
経
て
、友
生
さ
ん
と
共
に
就
農
さ

れ
ま
し
た
。

　
２
０
１
７
年
か
ら
自
家
栽
培
小
麦
と
季
節
の

果
物
や
野
菜
、麹
か
ら
起
こ
し
た
自
家
製
酵
母

を
使
用
し
た
パ
ン
を
焼
き
、自
宅
で
の
予
約
販
売

を
中
心
に
産
地
直
売
店
や
飲
食
店
等
で
も
販
売
を
始
め
ま

し
た
。ま
た
自
家
栽
培
大
豆
、米
を
使
っ
て
手
作

り
味
噌
の
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
手
間
の
か
か
る
作
業
も
多
い
で
す
が「
お
い
し

い
も
の
、体
に
良
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
譲
れ
な

い
考
え
で
す
」と
ご
夫
妻
は
情
熱
と
意
気
込
み
を

語
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　「
有
機
農
業
　
わ
菜
園
」

　
多
気
郡
多
気
町
笠
木
１
２
５
８
ー
２

　
☎・Ｆａｘ  

０
５
９
８（
３
９
）３
５
７
１

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.m

a.m
ctv.ne.jp/~w

asaien/

自
然
と
共
に
生
き
る
、有
機
農
業

発見！
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有
機
農
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わ
菜
園
」
　鎌
田

　友
生
さ
ん
、里
絵
さ
ん

多
気
郡
多
気
町

か
ま
た

さ
い
え
ん

と
も
き

　
　
　
　
　  

　り
え

自家栽培小麦の出来に笑顔の友生さん
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迎
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ナ
ス 

３
本

ミ
ン
チ 

１
０
０ｇ

（
鶏
か
豚
か
牛
、お
好
み
で
）

タ
マ
ネ
ギ 

１
／
６
個

サ
ラ
ダ
油 

大
さ
じ
１

☆
干
し
海
老 

５ｇ

☆
ニ
ン
ニ
ク 

１
片

☆
シ
ョ
ウ
ガ 

１
片

〔
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
〕

ナ
ン
プ
ラ
ー 

大
さ
じ
２

レ
モ
ン
汁 

大
さ
じ
２

砂
糖 

大
さ
じ
１

松尾 由美子さん松尾 由美子さん
お問い合わせ先

大門 手打ち蕎麦 レフティ
☎059-246-9633

おうちでごはん 簡単レシピ

＆

作
り
方

各材料2人分

蒸
し
鶏
の
ト
マ
ト
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

タ
イ
風
ナ
ス
の
そ
ぼ
ろ
サ
ラ
ダ

鶏
肉 

１
枚

（
む
ね
肉
ま
た
は
も
も
肉
）

シ
ョ
ウ
ガ 

お
好
み
の
量
で

白
ネ
ギ 

お
好
み
の
量
で

キ
ュ
ウ
リ 

１
本

…

ラ
ッ
プ
で
巻
い
て
、す
り
こ
ぎ
で
た
た
く

〔
ト
マ
ト
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
〕

ト
マ
ト 

１
個

…

お
ろ
し
に
す
る

醤
油 
大
さ
じ
１

酢 

大
さ
じ
１

砂
糖 

大
さ
じ
１

ゴ
マ
油 

大
さ
じ
１

作
り
方

①
ナ
ス
は
１
本
ず
つ
ラ
ッ
プ
で
包
み

レ
ン
ジ
で
柔
ら
か
く
す
る（
３
〜

５
分
）。そ
の
ま
ま
冷
ま
し
、角
切

り
に
す
る
。急
い
で
い
る
と
き
は

ラ
ッ
プ
の
ま
ま
氷
水
で
し
め
る
。

②
タ
マ
ネ
ギ
は
ス
ラ
イ
ス
し
て
氷

水
で
し
め
る
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を
入

れ
、☆
を
香
り
が
出
る
ま
で
弱
火

で
炒
め
る
。続
い
て
ミ
ン
チ
を
加

え
て
炒
め
る
。

④
お
皿
に
置
い
た
ナ

ス
に
②
と
③
を
盛

り
、ド
レ
ッ
シ
ン
グ

を
か
け
る
。

①
鶏
肉
の
上
に
シ
ョ
ウ
ガ
の
ス
ラ
イ

ス
と
白
ネ
ギ
の
緑
の
部
分
と
酒

少
々
を
ふ
り
か
け
る
。

②
ラ
ッ
プ
を
か
け
て
様
子
を
見
な

が
ら
レ
ン
ジ
で
蒸
す（
２
分
〜

３
分
）。で
き
た
ら
ラ
ッ
プ
の
ま

ま
冷
ま
す
。

③
お
皿
に
キ
ュ
ウ
リ
を
し
き
、蒸
し

鶏
を
ス
ラ
イ
ス
し
て
乗
せ
ト
マ

ト
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
か
け
る
。

　ＮＯＳＡＩではすべての共済事業において、「口座振替」による掛金等の納入をおすすめしていま
す。現金や振込みでの納入にかかる事故を未然に防止するため「口座振替」をご利用ください。
　また、口座を変更された方、共済事業加入者の名義を変更された方につきましても手続きが必
要となります。
　お近くの支所までご連絡をお願いします。

共済掛金等は口座振替でお願いします共済掛金等は口座振替でお願いします
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本
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ン
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１
０
０ｇ
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鶏
か
豚
か
牛
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好
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で
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タ
マ
ネ
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１
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６
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ラ
ダ
油 

大
さ
じ
１

☆
干
し
海
老 

５ｇ
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シ
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レ
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グ
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ナ
ン
プ
ラ
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さ
じ
２

レ
モ
ン
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さ
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２

砂
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さ
じ
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＆

作
り
方

各材料2人分

蒸
し
鶏
の
ト
マ
ト
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

タ
イ
風
ナ
ス
の
そ
ぼ
ろ
サ
ラ
ダ

鶏
肉 

１
枚

（
む
ね
肉
ま
た
は
も
も
肉
）

シ
ョ
ウ
ガ 

お
好
み
の
量
で

白
ネ
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お
好
み
の
量
で

キ
ュ
ウ
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１
本

…

ラ
ッ
プ
で
巻
い
て
、す
り
こ
ぎ
で
た
た
く

〔
ト
マ
ト
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
〕

ト
マ
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１
個

…

お
ろ
し
に
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る

醤
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さ
じ
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酢 

大
さ
じ
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砂
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大
さ
じ
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ゴ
マ
油 

大
さ
じ
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作
り
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①
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ッ
プ
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み
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ン
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柔
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す
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３
〜

５
分
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の
ま
ま
冷
ま
し
、角
切

り
に
す
る
。急
い
で
い
る
と
き
は

ラ
ッ
プ
の
ま
ま
氷
水
で
し
め
る
。

②
タ
マ
ネ
ギ
は
ス
ラ
イ
ス
し
て
氷

水
で
し
め
る
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を
入

れ
、☆
を
香
り
が
出
る
ま
で
弱
火

で
炒
め
る
。続
い
て
ミ
ン
チ
を
加

え
て
炒
め
る
。

④
お
皿
に
置
い
た
ナ

ス
に
②
と
③
を
盛

り
、ド
レ
ッ
シ
ン
グ

を
か
け
る
。

①
鶏
肉
の
上
に
シ
ョ
ウ
ガ
の
ス
ラ
イ

ス
と
白
ネ
ギ
の
緑
の
部
分
と
酒

少
々
を
ふ
り
か
け
る
。

②
ラ
ッ
プ
を
か
け
て
様
子
を
見
な

が
ら
レ
ン
ジ
で
蒸
す（
２
分
〜

３
分
）。で
き
た
ら
ラ
ッ
プ
の
ま

ま
冷
ま
す
。

③
お
皿
に
キ
ュ
ウ
リ
を
し
き
、蒸
し

鶏
を
ス
ラ
イ
ス
し
て
乗
せ
ト
マ

ト
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
か
け
る
。

　ＮＯＳＡＩではすべての共済事業において、「口座振替」による掛金等の納入をおすすめしていま
す。現金や振込みでの納入にかかる事故を未然に防止するため「口座振替」をご利用ください。
　また、口座を変更された方、共済事業加入者の名義を変更された方につきましても手続きが必
要となります。
　お近くの支所までご連絡をお願いします。

共済掛金等は口座振替でお願いします共済掛金等は口座振替でお願いします
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〒510-1233
〒514-2113
〒519-2181
〒516-0804
〒518-0825
〒519-4324
〒514-0003

桑名市松ノ木4-7-89
三重郡菰野町菰野2255-1
津市美里町三郷48-1
多気郡多気町相可1687-4
伊勢市御薗町長屋1221
伊賀市小田町1380-1
熊野市井戸町450-1
津市桜橋1-649　　　　

☎ 0594（33）1117
☎ 059（327）5900
☎ 059（279）8210
☎ 0598（38）3331
☎ 0596（28）3350
☎ 0595（24）2501
☎ 0597（85）3821
☎ 059（228）6282

NOSAI三重 本所

お 問 い 合 わ せ

〒514-0003
津市桜橋1-649
☎059（228）5135 

桑 員 支 所
三 泗 鈴 亀 支 所
津 支 所
松 阪 飯 多 支 所
伊 勢 地 域 支 所
伊 賀 名 張 支 所
東 紀 州 支 所
家 畜 診 療 所

●
み
え
de
発
見
の
記
事
を
読
み
、将
来
の

農
業
を
背
負
っ
て
く
れ
る
若
者
が
い
る
こ

と
で
安
心
し
ま
す
。こ
う
い
う
若
者
が
増

え
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

〔
四
日
市
市
　
女
性
〕

●
鳥
獣
害
低
減
対
策
事
業
や
新
し
い
園
芸

施
設
共
済
の
ス
タ
ー
ト
な
ど
時
代
に
合
っ

た
事
業
を
始
め
ら
れ
た
事
、歓
迎
し
ま
す
。

〔
多
気
郡
多
気
町
　
男
性
〕

●
建
物
共
済
に
入
っ
て
い
ま
す
。各
農
業
共

済
の
補
償
は
充
実
し
て
い
て
、農
業
を

や
っ
て
い
る
身
と
し
て
安
心
出
来
ま
す
。

〔
志
摩
市
　
男
性
〕

●
毎
回
簡
単
レ
シ
ピ
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
連
載
を
希
望
し
ま
す
。

〔
鈴
鹿
市
　
男
性
〕

●
農
業
の
将
来
に
不
安
を
感
じ
な
が
ら

も
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
み
え
を
読
む
た
び
に
勇

気
づ
け
ら
れ
ま
す
。

〔
津
市
　
女
性
〕

　今回ノーサイくんは、鈴鹿市にある野菜農家さんのところにおじゃましました。野菜大好きなスタッフの皆さん
に、元気をもらいました。簡単レシピのコーナーでは、夏野菜を使ったお料理を紹介しています。暑い日が続いてい
ますが、美味しい野菜を食べて元気に過ごしたいですね。

編
集
後
記

ＮＯＳＡ
Ｉ

ク イ ズ！！

（A）収穫前
（B）収穫後

　　

8月31日
1.クイズの答え

2.郵便番号

3.住所

4.氏名

5.電話番号

6.ご意見・ご感想

5 1 4 0 0 0 362 当日消印有効
　
は
が
き
に
、右
記
の
事
項
を
必
ず
ご
記
入

の
う
え
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

津
市
桜
橋
１-

６
４
９

三
重
県
農
業
共
済
組
合 

行

※当選者の発表は、賞品の発送を
もって代えさせていただきます。

　　なお、応募いただきました個人
情報は、当選者の抽選、発送以
外には使用致しません。

　農作物共済、果樹共済
で、被害申告を行う時期
はいつでしょう？

クイズに正解された方の中から抽選で

ウインナーセット
（ふるさと味工房アグリ・玉城）

をプレゼント

応募方法 ＆ 応募締切
8名様


